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序

昭和47年、古墳時代の大規模な農業土木遺構として名を馳せた古照遺跡の堰が発見されて

から既に20年近くが経過いたしました。松山市における本格的な埋蔵文化財行政は、この古

照遺跡の調査からスタートしたといっても過言ではありません。南江戸園目遺跡は、古照遺

跡を至近の距離にひかえた中世の遺跡であります。当遺跡からは、土器生産、ないしは流通

にかかわったと考えられるような多量の遺物を出土いたしております。

道後湯月城祉、松山城二の丸祉の例をひくまでもなく、近年、中世遺跡への関心はにわか

に高まっております｡このようななかで､本報告書を刊行できますことは、考古学、歴史学関

係者のみならず、わたくしども松山市民にとりましても意義深いものと思います。

本報告書が、多方面にわたって広く活用していただけることを心から願っております。最

後になりましたが、調査にあたって多大の御協力、御配慮をいただきました関係各位の皆様

方に厚くお礼申しあげます。

平成３年３月31日

松山市教育長

池 田 尚 銀 ‘



例 ロ

１．本書は、平成２年４月16日から６月30日にかけて行われた松山市南江戸4丁目1095,1096
〈じゆめ

に所在する南江戸園目遺跡の発掘調査報告書である。

２．調査は、鹿島商会住宅部の委託を受け、松山市教育委員会松山市立埋蔵文化財センタ

ーが行った。

３．調査にあたっての組織は、以下のとおりである。

調査主体松山市教育委員会教育長（前任）平井亀雄

教育長池田尚郷

教育長付参事古本克

教育次長井上量公

教育次長一色正士

文化教育課課長渡部忠平

松山市立埋蔵文化 財センター所長森脇将

調査係長西尾幸則調査主任田城武志

調査主事栗田正芳調査員上田真調査員補水本完児

４．本書の執筆は第６章(3)を水本完児が行い、それ以外の部分の執筆と編集を上田真が

行った。また、遺構の写真撮影は上田真が、遺物の写真撮影は大西朋子が主として行

った。

５．発掘調査参加者は以下の通りである。

猪森しげ子、岩本憲、岡本邦栄、笠松誠'悟、亀山健一、杉内郷一、塚原竜一、豊田俊弘

西田竜一、細田尚秀、政本和人、松岡和人、松岡末一、松原寛之、三江元則、村田淳

（五十音順）

６〆整理・報告参加者は以下の通りである。

小川雅子、 田窪あゆみ、富田紳子、西山美喜、兵頭牧子（五十音順）

７．調査に当たって、鹿島商会住宅部、有限会社吉田商事の関係各位にはひとかたならぬ

ご協力、ご配慮を賜った。記して、感謝の意を表します。

８．本書を作成するのに次の各機関・個人に御教示を賜った。

御厚情に感謝します。

永田信一（京都市埋蔵文化財センター)、

中野良一（愛媛県埋蔵文化財センター)、

森田稔（神戸市立博物館）（五十音順）
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第一章調査に至る経過

本遺跡は松山市南江戸４丁目1095,1096に所在し、調査前は水田地であった。平成元年５月、

株式会社穴吹工務店代表取締役穴吹夏次氏より開発の申請があったが、申請地が松山市埋蔵文化

財包蔵地地図所載の古照遺跡内に当たるため、平成元年９月１日から９月１２日にかけて試掘調査

を実施した。試掘調査の結果、中世の土器(かわらけ)と木炭の大量出土から良好な中世遺跡と判

断され、現状保存が望まれたが、新たに地権者となった鹿島商会西原久男氏と協議の結果､本格

調査を行うことになり、平成２年４月16日から同６月30日の約２ヶ月半にわたって調査を行った。

第二章遺跡の立地と環境

石手川分流として西流する宮前川は大峰ヶ谷を避けて流れを南に変えた後、大峰ヶ台に沿って

右折、その後分岐して北・西の２条の流れとなって瀬戸内海に注ぐ。石手川本流は現在は西南に

流れて、松山市南部で重信川に合流するが、江戸時代初めに改修される前は西流して今の持田町

や二番町を抜けて、吉田浜に注いでいた。

南江戸園目遺跡は、この旧石手川や宮前川が形成した海抜約12ｍの沖積低地上にあり、付近は

水田地帯であるが、最近になって、松山市道千舟高岡線及び松山西環状線が開通し、宅地化が進

みつつある。本遺跡の調査もこうした水田の宅地化に伴うものである。

第三章周辺の遺跡

本遺跡周辺の遺跡としては､先ず南方150ｍの古照遺跡が挙げられる。古照遺跡は、昭和47年に

発見された古墳時代前期の堰の遺跡であるが、堰を埋めた砂喫層からは縄文時代から中世までの

各時代の土器が出土している。弥生時代の遺跡には、弥生時代中期の高地性集落が検出された大

峰ヶ谷台遺跡、弥生時代後期の壷棺墓や竪穴住居跡が検出された津遺跡などがある他、辻遺跡で

も弥生時代後期の土器の集中出土が見られる。古墳時代の遺跡には前述の古照遺跡の他、大峰ヶ

台北斜面には出現期の大峰台朝日谷２号墳、同じ大峰ヶ台に終末期の客谷古墳群、谷を挟んで西

側の岩子山に岩子山、御産所古墳群が所在するなど、比較的恵まれている。古代については、本

遺跡周辺に限らず、松山市全域で未だ様相が不明であるが、大峰ヶ台を挟んで反対側の衣山町で

ロストル式の瓦窯が報告されている他、さらに北方の久万ノ台遺跡でも平安時代の土器が出土し

ている。

中世の遺跡は比較的多く、松山西環状線建設に伴う古照遺跡の調査では、多数の中世の土器の

出土を見ている他、北斎院地内遺跡では室町時代から江戸時代にかけての土塘墓、南江戸桑田遺

跡では江戸時代の桶棺墓が検出されている。これらと共に忘れてはならないのが､北方300ｍの鎌

倉時代創建と伝えられる大宝寺の存在で、本遺跡地が、大宝寺の寺域、或は寺領に含まれていた
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図｜調査地周辺遺跡

ことが充分に考えられ、注意を要する。
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第四章調査区と地区割り

調査対象地は、南北約48ｍ、東西約41ｍの東辺と西辺がほぼ平行な台形を呈し、面積は1,791

m’である。試掘調査では、南北に３本（西から西トレンチ、中央トレンチ、東トレンチ）と、そ

の北端に東西に１本（北トレンチ）の計４本のトレンチ掘りを行ったが、そのうち、東トレンチ

では、遺構、遺物の検出が見られなかった。このため、東半分は廃土置き場及びプレハブ用地と

し、西トレンチ、中央トレンチ及び北トレンチの西側を含む調査対象地のほぼ西半分の表土剥ぎ

を行った。更に表土を除去した結果、南側にいく程遺物の出土が疎であり、調査期間等との関係

から、表土を剥いた地区の北側％､約470,2を最終的な調査区とした。グリッドは、後で地図上の

位置が明確になるように、南辺の西南隅から約％の所にあった地境の標識を基点として、磁北の

東西、南北方向の４ｍ間隔に設定した。その後、調査区の西端がＡラインとＢラインの間、北端

が１ラインと２ラインの間に含まれるように、西からＡ､Ｂ、Ｃ、…Ｆ、北から１，２，３、…

８ラインを設定し、グリッドは４本のラインのに挟まれた間、その区分は西北隅で交る２本のラ

インの名称で表わすようにした。この結果、元の基点は、Ｅ－１２となった。

２
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第五章遺跡の基本層序

本遺跡の層序は、大きく’2層に分かれる。’層は灰色粘質士層で耕作土である。ＩI層は赤褐色

粘質土層で床土であるが、赤褐色土中の灰色土の混合状態によって更に４層程度に細分層が可能

である。Ⅲ層は赤褐色土粒を含む灰色砂質土層で遺物の包含層である。調査区全面に安定して存

在する。Ⅳ層は遺物を含まない灰色砂質土層であるが、部分的にしか存在しない。ｖ層は磯を含

む粗めの灰色砂質土で遺物を包含する。調査区内の各所に島状に見られ、宮前川の氾濫時に凹地

に土砂が溜ったものと思われる。Ⅵ層は暗灰褐色粘質土層で、Ⅳ層と同じく無遺物層で調査区内

に部分的に存在する。Ⅶ層は黒灰色粘質土層で、遺物を包含すると共に、大部分の遺構もこの層

中で検出された。調査区全面に安定的に存在する。Ⅷ層はⅦ層よりやや明るめの暗灰色粘質土で

あるがⅦ層と異なり遺物を含まない。ほぼ調査区全面に安定的に存在する。Ⅸ、Ｘ、Ⅲ層は各々、

灰褐色砂質土、赤褐色土混灰褐色砂質土、明灰色砂質土、と遺物を全く含まない砂層である。層

序を見るために壁際で掘り下げた他は、発掘しなかった。その他に遺構の埋土であったと思われ

る炭灰を含む黒灰色粘質士（Ⅲ層）や炭灰と赤褐色土塊を含む

ｂｃ黒灰色粘質土(XⅣ層)､洪水時に溜まったと思われる明灰色粗砂

ｄ

図３発堀区断 面 位 置 図

(Ⅲ層）や灰色粗砂（XV層）が部分的に塊状に見られた。

４
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Ⅶ

図５調査区東壁土層図

１１－４赤褐色土混の灰色粘質土(床土）Ⅵ－４暗灰褐色粘質土

Ⅲ－４赤褐色土粒を含む灰色砂質土(包含層）Ⅶ－４黒灰色粘質土

Ⅳ－４灰色砂質土（包含層）

Ｖ－４粗砂を含む灰色砂質土(包含層）Ⅷ－４暗灰色粘質土
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図６南江戸鯛目遺跡検出遺構
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第六章検出された遺構と遺物

本遺跡で検出された遺構は掘立柱建物２棟、土壌12基、溝６条、ピット93基、土器集積遺構等

であるが、北壁際の土塘３基、ピット６基については調査の途中で確認面より高い北隣の水田と

の境が決壊する恐れが生じたため、プランを確認したのみで、未調査のまま埋め戻した。これら

の遺構に伴う遺物は、稀に古墳時代の須恵器蓋坪や雲片の混入が見られるが、ほとんど平安時代

末から鎌倉時代の土器（かわらけ）で、これに同時代の中世陶器や輸入陶磁器が伴う。このこと

より、これらの遺構はすべて、平安時代末から鎌倉時代のものと思われる。

（１）掘立柱建物

ＳＢ－ｌ

遺構調査区のほぼ中央部西寄りのＢ－４～６、Ｃ－４～６，，－４～６グリットのⅦ層上面で

検出された。桁行方向をＮ－２°一Ｅとほぼ真北にとる桁行３問､梁行２間の総柱式の建物である

が、西側の調査区外に延びる３間×３間の東西に長い建物であったことも考えられる。この場合、

Ｐ-19、Ｐ－５１、ＳＰ－３も入口施設のようなＳＢ－１に関連する遺構であるかもしれない。

遺物図示したものの他、土器少量が出土している。

=ﾉリ
０ １０cｍ
－－－－－－‐

図７ＳＢ－ｌ出土遺物

ＳＢ－２

遺構調査区の北東部Ｄ～Ｆ－１，２グリッドのⅦ層上面で検出された。他の遺構との切り合

い関係はない。桁行３間、梁行１間の建物であるが、北部を遺構確認途中に埋め戻したため、梁

行桁数は不明である。調査された南辺のピットはいずれも柱痕が残っており、しかもピット底面

より深くめり込んでいた。

こ。己ク
遺物 図 示 し たものの他、土器少 量 が 出 土 し て い る 。 １ ０ c ｍ

表１ｓＢ－１．ｓＢ‐２出土遣物観察表

図版
番号

7－１

２

３

４

５

8-0

出 土 遺 構

ＳＢ－１

〃

〃

〃

〃

ＳＢ－２

口径
(c､）

７．０

７．５

7.5

７．７

1０．９

７．２

底径
(c､）

４．７

5.5

５．５

５．１

６．４

５．６

器高
(c､）

１．４

1.4

１．５

１．５

3.4

１．５

一 一一

図８ＳＢ－２出土遺物

底面 外面 内面 備考

回転糸切り後磨滅 回転ナデ 回転ナデ

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

右回転糸切り後磨滅 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

７
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③

1１．４０

－ －

０ ２ｍ

ＳＫ－２

遺構調査区の中央部北西寄りのＣ－３グリッドで検出されたが、掘り込みが極めて浅く調査

中に消滅した。

遺物鉄棒10数点が出土している。

図l０ＳＢ－２平断面図

（２）土塙

ＳＫ－ｌ

遺構調査区の西部､Ｂ－５グリッドのⅢ層上面で多数の土器片の集中により検出された。他の

遺構との切り合い関係はない。長径約1.2ｍ、短径約0.6ｍ、確認面よりの深さ約30cmで、主軸を

Ｗ－５°－Ｓとほぼ東西にとる長方形であるが､西側は隅が角ばる。埋土は固く締まった灰色の粘

質土で２～３mmの炭粒が多数混じるが、それを上回る量の土器片が出土しており、土器片の間に

土が入っていると言っても過言ではない。

遺物図示したものを含めて多数の土器片が出土している他、東播系陶器雲片と少数の磯が出

土している。土器片は上層では比較的小片であるが、下層のものは完形または完形に近く、それ

らは重なって出土する傾向が見られた。
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表２ＳＫ－１出土遺物観察表

図ｌｌＳＫ－Ｉ平断面及び遺物出土状況図

１０

定蔓雪雲フ

０

版
号

図
番 出土遺構

口径
(c､）

底径
(c､）

高
め

器
に 底面 外面 内面 備考

12-1 ＳＫ－１ ７．５ ５．１ 1．１ 右回転糸切り 回転ナデ 回転ナデ

２ 〃 ７．５ ５．４ 1.4 〃 〃 〃

３ 〃 ７．７ ５．０ 1.4 〃 〃 〃

４ 〃 7．７ ５．４ 1．１ 右回転糸切り後磨滅 〃 〃

５ 〃 7．８ ５．１ 1.0 右回転糸切り 〃 〃

６ 〃 7．８ ５．４ 1.3 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃



図版
番号

1２－７

８

９

１０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

4０

４１

4２

4３

4４

出土遺構

ＳＫ－１

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

口径
(c､）

７．８

７．９

７．９

７．９

７．９

８．０

８．０

８．０

８．０

８．０

８．１

８．１

８．２

８．２

８．２

８．２

８．２

８．４

1１．２

1２．２

1２．２

1２．２

1２．３

1２．４

1２．４

1２．４

1２．４

1２．４

1２．５

1２．６

1２．６

1２．６

1２．６

1２．６

1２．８

1２．９

1３．２

底径
(c､）

５．７

４．５

４．８

５．５

５．８

５．２

５．４

５．５

５．６

６．２

５．３

５．７

５．４

５．６

５．８

５．９

６．０

５．７

７．４

７．０

７．４

７．５

７．７

７．７

６．９

７．２

7.5

７．９

8.0

8.5

8.3

6.9

７．７

7.8

7.3

８．１

８．１

(12.6）

器高
(c､）

１．４

１．２

１．４

１．１

１．０

１．３

１．２

１．４

１．２

１．２

１．２

１．１

１．３

１．２

１．２

１．５

１．１

１．２

２．６

２．８

2.9

3.4

3.0

3.0

3.0

３．１

3.0

3.3

3.0

3.7

3.9

３．２

３．３

３．１

３．１

３．３

３．２

底 面

右回転糸切り後すのこ痕

〃

右回転糸切り

右回転糸切り後すのこ痕

〃

右回転糸切り

右回転糸切り後すのこ痕

右回転糸切り

右回転糸切り後すのこ痕

〃

〃

右回転糸切り

右回転糸切り後すのこ痕

〃

〃

右回転糸切り後磨滅

右回転糸切り

右回転糸切り後すのこ痕

〃

〃

右回転糸切り

右回転糸切り後磨滅

右回転糸切り後すのこ痕

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

磨 滅

右回転糸切り

〃

右回転糸切り後すのこ痕

〃

〃

右回転糸切り

糸切り？

1１

外面 内面 備考

回転ナデ 回転ナデ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

回転ナデ 回転ナデ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃
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図l２ＳＫ－ｌ出土遺物
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ＳＫ－３

遺構調査区の南東部、Ｄ－７、Ｅ－７グ

リッドのⅦ層中で検出された。他の遺構との

切り合い関係はない。長辺約1.5ｍ､短辺約0趣７

ｍの主軸をＮ－７８ｏ－Ｗとほぼ東西にとる隅丸

方形であるが、プランの確認に手間取ったた

め確認面よりの深さは約10cmである。

埋土は籾穀を焼いたような灰を含む上層の黒

褐色土とそれを含まない下層の暗褐色土に大

きく分かれるが、灰の混じり方が必ずしも一

様ではなく、プランの確認に手間取った。

ａ

ａ

ｌｌ、’０－

｡’
ｂ

図ｌ３ＳＫ－３平断面図

。’
。

：

遺物図示した小刀の他、少量の土器片と鉄津が出土している。また、漆器であったと思われ

る漆の付着した布片と置き竃片は確認面より上層からの出土であるが、出土位置や状況から見て、

本来この土塘に伴っていたと思われる。

、ﾐコ （
図l４ＳＫ－３出土置き竃

１３



｣

1｡ＳＫ－４

遺構調査区の北西部､Ｃ－２グリッドのⅦ

層上面で検出された。他の遺構との切り合い

関係はない。長辺約3.0ｍ、短辺約0.9ｍの主

軸方向をＮ－２ｏ－Ｅとほぼ南北にとる隅丸長

方形で、確認面よりの深さは約30cmである。

埋土は、上から、茶褐色砂質土、灰褐色粗砂

土、明灰色砂質土の３層に大きく分かれ、部

分的に乳褐色粘質土が塊状に見られる。

遺物図示したものの他、土器片が少量出

土している。

←Ｉ

合
い

図l７ＳＫ－５出土遺物

ｂａ

1４

ニーノ
|･

ａ

１１．４０－

'｡

Ｆ ｰ
図l５ＳＫ－４出土遺物

ﾓ三二重一
図l６ＳＫ－４平断面図

６
１
１
つ
『

①

ＳＫ－５

遺構調査区北部のＣ－２グリッドのⅦ層上面で

検出された。ＳＤ－２に切られる。長径約1.4ｍ､短

径約０．８ｍの主軸方向をＮ－１．－Ｗとほぼ南北にと

る隅丸方形で、確認面よりの深さは約10cmである。

埋土は暗灰褐色砂質土を主とし、上層の一部に焼土

が見られる。

遺物図示したものの他、土器片が少量出土して

いる。

一一一一一

Ｉ

ｂ

．Ｃ

０

一て匡而フー
'1.40且ｄ

一二程三等型Zn=‐

ａ

ｌｌ、４０－

図l８ＳＫ－５平面図

１０cｍ



LビLニニークル“
八
一

記

亀

○

白色の粘土が斑に混じっていた。 ③

遺物図示したものも含め、土器片多数が出土している。土器の
図ｌ９ＳＫ－６遺物出土状況図

なかには畿内産またはその模倣と思われる底部を糸切りによらない

ものもある。

で宝三ｸ，＝ヨク２毛ｸ３

鄭」

ＳＫ－６

遺構調査区北西部のＣ－２グリッドのⅦ層上面で多数の土器の

集中により検出された。検出時には既に削平してしまっていたが、

その上層で一度は卵形のプランを確認しており、下層で出土した土

器の集中範囲と一致することから、掘り込みがあったものと判断し

た。ＳＰ－９、ＳＤ－７を切る。埋土は、地山と同じ暗褐色土に乳

出土遺物

１５

図2ＯＳＫ－６

遺物観察表

ＳＫ－７

遺構調査区の北西部､Ｂ－３グリッドのⅦ層上面で検出された｡他の遺構との切り合い関係は

ない。西側が調査区外のため長辺は不明であるが､短辺約0.8ｍの隅丸長方形であったと思われる。

埋土は炭の混じった灰色砂質土と混じらない灰色砂質土の上下２層に大きく分かれる。

遺物図示したものも含めて、土器片少量と鉄津が出土しており、土器のなかには畿内産また

はその模倣と思われる底部を糸切りによらないものもある。

版
号

図
番 出 土 遺 構

口径
(c､）

底径
(c､）

器高
(c､） 底面 外面 内面 備考

1５－１ ＳＫ－４ 1０．４ ６．９ ３．５ 右回転糸切り後すのこ痕 回転ナデ 回転ナデ

２ 〃

1７ ＳＫ－５ 1２．０ ７．１ 3.6 右回転糸切り後すのこ痕 回転ナデ 回転ナデ

2０－１ ＳＫ－６ 7.8 ５．１ 1．５ 回転糸切り後すのこ痕強め 〃 〃

２ 〃 7.8 5.7 1.3 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

３ 〃 7.8 6.1 1.2 回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

４ 〃 1３．６ 9．１ ３．４ 指頭押え 横ナデ 横ナデ

５ 〃 6.4 現2.8 右回転糸切り 回転へラ削り 回転ナデ

６ 〃 ７．８ ６．２ 1．２ 〃 回転ナデ 〃

７ 〃 ８．１ ６．３ 1.4 磨滅 〃 〃

８ 〃 ８．４ ５．８ １．２ 右回転糸切り 〃 〃



図２３ＳＫ－９平断面図

艦
ｂ写

ﾛ’

図２２ＳＫ－８平断面図

ａ

渦 鰯

ｏｌ

ｌｌ、４０且

E歪三ブ
図２１ＳＫ－７平断面及び遺物出土状況図

ＳＫ－９

遺構調査区の西部､Ｂ－３グ

リッドのⅦ層上面で検出された。

他の遺構との切り合い関係はな

い｡長辺約1.0ｍ､短辺約0.5ｍの

主軸をＮ-20°－Ｅの北東一南西

にとる隅丸長方形で、確認面よ

りの深さは約40cmである。底面

の南西部に直径約40cmのやや深

い部分がある。埋土は上層の灰

色粘質土と、下層の黒灰色粘質

土の２層に大きく分かれる。

遺物図示したものも含めて

土器片が数点出土している。

，

_ニノ

１６

ａ
ｂ

ａ

<戸

ｂ
,1.40旦

一、_一SＫ－８

ＳＫ－８

遺構調査区の南西部､Ｂ－７グリッドのⅦ層上面で検出

された。他の遺構との切り合い関係はない。長径約0.8ｍ、

短径約0.5ｍの主軸方向をＮ－４ｏ－Ｅとほぼ南北にとる楕

円形で、確認面よりの深さは約20cmである。埋土は一層で、

黒灰色粘質土である。

遺物図示したものを含む土器多数の他、三足渦体部が

出土している。

崖=ﾉリ
一一一一

１０cｍ０

<グiデ’

図２４ＳＫ－７．８．９出土遺物

表４ＳＫ－７・ＳＫ－８・ＳＫ－９出土遣物観察図

版
号

図
番 出 土遺構

口径
(c､）

底径
(c､）

高
ｍ

器
に 底面 外面 内面 備考

2４－１ ＳＫ－７ 1３．２ 3.3 押えとへラ削り 横ナデ へラ削り

２ ＳＫ－８ 1１．６ ６．０ 2.9 回転糸切り後すのこ痕 回転ナデ 回転ナデ

３ (5.8） 現2.8 〃

４ ＳＫ－９ 1０．６ ６．３ 3.3 右回転糸切り後すのこ痕 〃 回転ナデ



。

ＳＫ－ｌｌ

遺構調査区の北東部、Ｅ－２グリッドのⅦ層上面で検出された。他の遺構との切り合い関係

はない。直径約０．５ｍの円形のプランを確認したのみで埋め戻した。

ＳＫ－ｌ２

遺構調査区の北東部、Ｅ－２グリッドのⅦ層上面で検出された。他の遺構との切り合い関係

はない。一辺約０．７ｍの隅丸方形であったと思われるが、プランの確認中に埋め戻した。

（３）ピット

ＳＰ－ｌ調査区の西北部､Ｂ－１．Ｂ－２グリッドのⅦ層中で検出さ

れた。長径約35cm､短径約30cmの楕円形で､確認面よりの深さは約22ｃｍ

である。埋土は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。
‐◎

|｜、２０－．

Ⅱ

。

ＳＰ－２調査区の西北部､Ｃ－２グリッドのⅦ層中で検出された｡長

径約35cm､短径約30cmの楕円形で､確認面よりの深さは約10cmである。

埋士は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

０１ｍ

一一

図２５ＳＰ－ｌ平断面図

◎

ＳＫ－ｌ０

遺構調査区の北東部、Ｅ－１．Ｅ－２グリッドのⅦ層上面で検出された。他の遺構との切り

合い関係はないが、東側を試掘時の中央トレンチに切られる。長径70cm以上の楕円形であったと

思われるが、プランを確認したのみで埋め戻した。

ＳＰ－３調査区の西北部､Ｂ－２グリッドのⅦ層中で検出された直径

約30cmの円形で､確認面よりの深さは約17cmである｡埋士は一層で暗褐

色土である。遺物は出土していない。

1１．２０－‘

、_－ｒ

０ １ｍ

ー戸戸一司

図２６ＳＰ－２平断面図
ＳＰ－４調査区の西北部､Ｃ－２グリッドのⅦ層中で検出された｡直

径約30cmの円形で､確認面よりの深さは約

30cmである。埋士は一層で暗褐色土であ

‐。‐る。遺物は土器片が少量出土しているが、

いずれも細片で図示できなかった。１，２０－

－Ｌ－ｒ

トーｰ一一引

図２７ＳＰ－３平断面図

。 ＠
Ｖ

’
一

０１ｍ

陰Ｆ－信一引

図２８ＳＰ－４平断面図

1７



ＳＰ－５調査区の西北部､Ｂ－２グリッドのⅦ層中で検出された｡長

径約30cm､短径約25cmの楕円形で､確認面よりの深さは約15cmである｡埋

士は二層に分かれ､暗褐色土を主体とする｡遺物は土器片が少量出土し

ているが、いずれも細片で図示できなかった。

ＳＰ－６調査区の西北部､Ｂ－２グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約20cmの円形で､確認面よりの深さは約28cmである｡埋土は一層で暗

褐色土である。遺物は出土していない。

ＳＰ－７調査区の西北部､Ｂ－２グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約20cmの円形で､確認面よりの深さは約20cmである。埋士は一層で暗

褐色である。遺物は出土していない。

ＳＰ－８調査区の西北部､Ｂ－３グリッド

のⅦ層中で検出された。長径約20cm短径約

25cmの楕円形で､確認面よりの深さは約17cｍ－．－
１１．２０－－

－１－Ｊである。埋土は一層で暗褐色土である。遺

物は出土していない。

ＳＰ－９調査区の西北部､Ｂ－３グリッドＬテートーー当”

のⅦ層中で検出された。長径約25cm、短径図3ＩＳＰ－７平断面図

約20cmの楕円形で確認面よりの深さは約20cmである。

埋土は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

ＳＰ－ｌ０調査区の西北部､Ｂ－３グリッドのⅦ層中で検出された。

長径約60cm､短径約50cmの楕円形で､確認面よりの深さは約25cmである。

埋土は二層に分かれ､暗褐色土を主体とする｡遺物は土器片が少量出土

しているが、いずれも細片で図示できなかった。

ＳＰ－Ｉｌ調査区の西北部､Ｃ－３グリッド

のⅦ層中で検出された。長径約35cm短径約

30cmの楕円形で､確認面よりの深さは約21ｃｍ

である。埋土は一層で暗褐色土である。

遺物は出土していない。

園-国‐
･ＬＬ／,．

1８

＠＠
1１．２０－

、 _ ／

０１ｍ

ｰ戸戸一ヨ

図２９ＳＰ－５平断面図

。

|｜、２０－

Ｖ‐
０ １ ｍ

ト戸一一

図３０ＳＰ－６平断面図

－．
'１．４０－

１－Ｊ

０ １ ｍ

ー一

図３２ＳＰ－８平断面図

◎
'１．２０－

廷一「

０ １ｍ
ー一

図３３ＳＰ－９平断面図

。○
'１．２０－

~Ｌ－－ｒ

０ １ｍ

ト戸一一一

図３５ＳＰ－ｌｌ平断面図



ＳＰ－ｌ６調査区の西部､Ｂ－３グリッドのⅦ層中で検出された。長径

約50cm､短経約35cmの楕円形で､確認面よりの深さは約26cmである。埋土

は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

０１ｍ

一一

図３６ＳＰ－ｌ２・ＳＰ－ｌ３

平断面図

ＳＰ－ｌ３調査区の北部､Ｃ－３グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約20cmの円形で､確認面よりの深さは約27cmである｡埋土は一層で暗褐

色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で図

示できなかった。 ⑤
1１．２０－

~Ｖ－ＳＰ－ｌ４調査区の西北部､Ｂ－３グリッドのⅦ層中で検出された。長

径約30cm､短径約20cmの楕円形で､確認面よりの深さは約18cmである。埋

士は二層に分かれ暗褐色土を主体とする。遺物は出土していない。
０１ｍ

トーーーヨ

図３７ＳＰ－ｌ４平断面図

ＳＰ－ｌ５調査区の中央部､Ｃ－３グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約55cmの円形で､確認面よりの深さは約35cmである｡埋土は一層で暗

褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で

図示できなかった。

愚
Ｙ
一

③

ＳＰ－ｌ２調査区の西北部､Ｃ－３グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約20cmの円脈確認面よりの深さは約27ｃｍである｡埋土は一層で暗一＠．
褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で，,､20-

図示できなかった。
Ｖ－－~、-ノ

一Ｏ－
ｏＵ－!。
－国一コ

図３９ＳＰ－ｌ６平断面図

ＳＰ－Ｉ７調査区の西部､Ｃ－３グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約30cmの円形で､確認面よりの深さは約26cmである｡埋土は三層に分か

れ暗褐色土を主体とする。遺物は土器片が少量出土しているが、いず

れも細片で図示できなかった。

ＳＰ－ｌ８調査区の中央部､Ｃ－３グリッド

のⅦ層中で検出された｡長径約50cm、短径約

40cmの楕円形で､確認面よりの深さは約27ｃｍ

である。埋土は一層で暗褐色土である。遺

物は図示したものの他、土器片が少量出土

している。

Ｄ
ｌ
Ｕ

(。－．
１１．２０－

‐Lノ

◎

０１ｍ

ー一

図４０ＳＰ－ｌ７平断面図

０ １ｍ

トー一

図４１ＳＰ－ｌ８平断面図
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ＳＰ－ｌ９調査区の中央部､Ｃ－３グリッドのⅦ層中で検出さ

れた。一辺30cmの三角形で確認面よりの深さは約18cmである。

埋土は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

０

２

１０cｍＳＰ－２０調査区の西部､Ｃ－３グリッドのⅦ層中で検出され

た。長径約30cm､短径約20cmの楕円形で､確認面よりの深さは約

23cmである。埋土は一層で暗褐色土である。遺物は出土して

いない。

－ Ⅲ

ＳＰ－２１調査区の西部､Ｂ－３．Ｂ－４グ

リッドのⅦ層中で検出された｡長径約40cm、

短径約30cmの楕円形で､確認面よりの深さは

約29cmである。埋土は一層で暗褐色士であ

る。遺物は土器片が少量出土しているが、

いずれも細片で図示できなかった。

(つ‐◎
'１．２０－

Ｌｒ‐
０１ｍ

ト戸一計一-一斗

図４３ＳＰ－Ｉ９平断面図

ＳＰ－２２調査区の東北部､Ｆ－２グリッドのⅦ層中で検出された。南

半部を削平されて全形は不明であるが､直径約30cmの円形であったと思

われ､深さは残っている部分で約８cmである｡埋土は一層で暗褐色土で

ある。遺物は出土していない。

ＳＰ－２３調査区の東北部､Ｅ－２グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約'0cmの円形で､確認面よりの深さは約３cmである｡埋士は二層に分

かれ､暗褐色土を主体とする｡遺物は図示したものの他、土器片が少量

出土している。

＝ラク
０－－５cｍ

ＳＰ－２４調査区の北部､Ｄ－２グリッドの

Ⅶ層中で検出された｡直径約20cmの円形で、

確認面よりの深さは約29cmである。埋土は

一層で暗褐色土である。遺物は出土してい

ない。

図４６ＳＰ－２３出土遺物

⑧③
|｜、２０－

L-r
０ １ ｍ

ｰ一計一

図４８ＳＰ－２３平断面図

2０

図４２ＳＰ－ｌ８出土遺物

。
|｜、２０－

Ｌ／

０１ｍ

ーｰ一引

図４４ＳＰ－２０平断面図

に．
|｜、２０－

Ｔ－－ｒ
０１ｍ

－－_

図４５ＳＰ－２１平断面図

－fZ三;I）
|｜，２０－

、 _ ／

０１ｍ

ー一

図４７ＳＰ－２２平断面図

－．
'１．２０－．

‐Ｕ

Ｌ門一戸ｰ１．
図４９ＳＰ－２４平断面図



図５３ＳＰ－２８平断面図

長
埴
い 回

汀
、

|、

ト病一一一一

ＳＰ－２６調査区の北部､Ｄ－２．，－３グリッドのⅦ層中で検出され

た｡長径約15cm､短径約10cmの楕円形で､確認面よりの深さは約30cmであ

る。埋土は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

図５０ＳＰ－２５平断面図

－◎
|｜、２０－

Ｖ
ＳＰ－２７調査区の北部､Ｄ－３グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約50cmの円形で､確認面よりの深さは約13cmである｡埋土は一層で暗褐

色士である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で図

示できなかった。

０１ｍ

ー戸一

図５１ＳＰ－２６平断面図

ＳＰ－２８調査区の北部､Ｄ－３グリッドの

Ⅶ層中で検出された｡直径約20cmの円形で、

確認面よりの深さは約16cmである。埋土は

一層で暗褐色土である。遺物は出土してい

ない。

ひ
一
〕
○ －◎

|｜、２０－

－、ア

’

図５２ＳＰ－２７平断面図

ＳＰ－２９調査区の中央部､Ｄ－３グリッド

のⅦ層中で検出された｡直径約25cmの円形で､確認面よりの深さは約１３

cmである。埋土は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

ＳＰ－２５調査区の東北部､Ｆ－２グリッドのⅦ層中で検出された。

径約40cm､短径約30cmの楕円形で､確認面よりの深さは約25cmである。

土は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、

ずれも細片で図示できなかった。

Ｃ
'１．２０－

~H－ｒ
ＳＰ－３０調査区の中央部､Ｄ－３グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約30cmの円形で､確認面よりの深さは約27cmである｡埋土は一層で暗

褐色土である。遺物は出土していない。

０１ｍ

ここ一一ゴ

図５４ＳＰ－２９平断面図

ＳＰ－３１調査区の中央部､Ｃ－４グリッド

のⅦ層中で検出された。直径約20cmの円形

で､確認面よりの深さは約18cmである｡埴土

は一層で暗褐色土である。遺物は出土して

いない。

◎
Ｕ
。 －．

|｜、４０－

一Ｖ

０ 1ｍ

’卜司一語一

図５５ＳＰ－３０平断面図 図５６ＳＰ－３１平断面図
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ＳＰ－３５調査区の西部､Ｃ－４グリッドのⅦ層中で検出された。長径

約35cm､短径約30cmの楕円形で､確認面よりの深さは約15cmである。埋土

は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

ＯＯ Ｇ⑲
1１．２０

sP-3‘調査区の西部c-4グ1ﾙドのⅦ層中で検出された｡長径一．
約30cm､短径約20cmの楕円形で､確認面よりの深さは約17cmである。埋土11.20-

~L／は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

１ｍ

卜門一Ｔ－ＦＪ－Ｊ

ＳＰ－３３調査区の西部､Ｂ－４グリッドの 図５７ＳＰ－３２・ＳＰ－３３・ＳＰ－３４平断面図

Ⅶ層中で検出された｡長径約30cm､短径約25ｃｍ

の楕円形で確認面よりの深さは約2伽である。言二二]三雪一ＣＤ‐
埋土は一層で暗褐色土である。遺物は土器図５８ＳＰ－３２出土遺物’1.20-
片が少量出土しているが、いずれも細片で図示できなかった。

エノ1ノ
０１ｍ

ｰ一

図５９ＳＰ３５・ＳＰ３６平断面図
ＳＰ－３４調査区の西部､Ｂ－４グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約40cmの円形で､確認面よりの深さは約34cmである｡埋土は一層で暗褐

色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で図

示できなかった。

Ｏ
ｌ
Ｕ

＜の

ＳＰ－３２調査区の西部､Ｂ－４グリッドのⅦ

層中で検出された。直径約21cmの円形で､確認

面よりの深さは約21cmである。埋土は二層に

分かれ暗褐色土を主体とする。遺物は図示し

たものの他、土器片が少量出土している。

０１ｍ

岸 門 司 － 信 一 弓

図６０ＳＰ－３８平断面図

◎

０１ｍ

トーーーョ

図６１ＳＰ－３８平断面図
ＳＰ－３７調査区の西部､Ｃ－４グリッドのⅦ層中で検出された。長径

約40cm､短径約30cmの楕円形で､確認面よりの深さは約26cmである。埋土

は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いず

れも細片で図示できなかった。 ◎
Ｕ

ｌ
ｌ

ＳＰ－３８調査区の西部､Ｃ－５グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約30cmの円形で､確認面よりの深さは約16cmである。埋土は一層で暗褐

色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で図

０１ｍ

司一

図６２ＳＰ－３９平断面図
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◎
Ｕ

ロＳＰ－３９調査区の中央部､Ｃ－５グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約25cmの円形で､確認面よりの深さは約23cmである｡埋土は一層で暗

褐色士である。遺物は出土していない。

|ｌ、２０－

ｏＩ－ｒ“
片=～－－ヨ

図６３ＳＰ－４０平断面図
ＳＰ－４０調査区の西部､Ｂ－５グリッドのⅦ層中で検出された。長径

約50cm､短径約35cmの楕円形で､確認面よりの深さは32cmである。埋土は

一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。 ◎⑤⑤

川20三Ｖ-、ノ
ー

ＳＰ－４１調査区の西部､Ｂ－５グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約20cmの円形で､確認面よりの深さは約26cmである｡埋士は一層で暗褐

色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で図

示できなかった。

０ １ｍ

ト戸一一一

図６４ＳＰ－４１・ＳＰ－４２

平断面図

◎ＳＰ－４２調査区の西部､Ｂ－５グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約30cmの円形で､確認面よりの深さは約25cmである｡埋土は一層で暗褐

色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で図

示できなかった。

|｜、４０－

‐、_ノ

０１ｍ

ト戸一一

図６５ＳＰ－４３平断面図

ＳＰ－４３調査区の西部､Ｃ－５グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約25cmの円形で､確認面よりの深さは約11cmである｡埋土は一層で暗褐

色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で図

示できなかった。

示できなかった。

|｜、００－

ＳＰ－４４調査区の西部､Ｃ－５グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約10cmの円形で､確認面よりの深さは約23cmである｡埋土は一層で暗褐

色土である。遺物は出土していない。

０１ｍ

と看-可言一一一斗

図６６ＳＰ－４４平断面図

回
Ｌ「

⑤ＳＰ－４５調査区の西部､Ｂ－５

。Ｃ－５グリッドのⅦ層中で検

出された｡長径約60cm､短径約５０

cmの楕円形で､確認面よりの深さ

は約25cmである。埋土は一層で

０ Ｏ ｌｍ

ト戸一戸斗一

図６８ＳＰ－５２平断面図

１０cｍ

2３

ｰ－－戸一 一 一 一 一 ＝

図６７ＳＰ－４５出土遺物



長径

埋土

いず

＠
Ｖ

ＳＰ－４６調査区の中央部､Ｃ－５グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約25cmの円形で､確認面よりの深さは約19cmである。埋土は一層で暗

褐色土である。遺物は出土していない。 ＯＩｍ

Ｈ － Ｆ 可 一 計 一

図６９ＳＰ－４６平断面図
ＳＰ－４７調査区の西部､Ｂ－５グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約20cmの円形で､確認面よりの深さは約22cmである。埋土は一層で暗褐

色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で図

示できなかった。

－．
'１．００－

－１－「
０１ｍ

岸テー

図７０ＳＰ－４７平断面図

ＳＰ－４８調査区の西部､Ｂ－５グリッドのⅦ層中で検出された。長径

約25cm､短径約20cmの楕円形で､確認面よりの深さは約23cmである。埋土

は一層で暗褐色土である。遺物は出土しているが、いずれも細片で図

示できなかった。

◎
Ｖ

一
一
◎

ＳＰ－４９調査区の西部､Ｂ－５グリッドのⅦ層中で検出された。

約30cm､短径約25cmの楕円形で､確認面よりの深さは約26cmである。

(ま一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、

れも細片で図示できなかった。

暗褐色土である｡遺物は図示した須恵器坪身が出土している。

０ １ｍ

ー ー

図７１ＳＰ－４８平断面図

ＳＰ－５０調査区の西部､Ｂ－５グリッドの

Ⅶ層中で検出された｡長径約35cm､短径約30ｃｍ

の楕円形で、確認面よりの深さは約31cmで

ある。埋土は一層で暗褐色土である。遺物

は出土していない。

９
刀

一．
'１．２０－

－LＪ

⑥

０１ｍ

…ト ー ｰ
０１ｍ

ーゴー

図７３ＳＰ－５０平断面図図７２ＳＰ－４９平断面図

ＳＰ－５Ｉ調査区の西部､Ｂ－５グリッドのⅦ層中で検出された。長径

約30cm､短径約25cmの楕円形で､確認面よりの深さは約14cmである。埋土

は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いず

れも細片で図示できなかった。

－．－
|｜・ＯＯ－

－ＩＪ
Ｉｍ

－

図７４ＳＰ－５１平断面図

◎
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20cmの円形で、確認面よりの深さは約25cmである。埋土は一層で暗褐

色土である。遺物は出土しているが、いずれも細片で図示できなかっ

た。

－．－
川0~~し/~

。

０ １ｍ

岸戸肖一ヨＳＰ－５３調査区の西部､Ｃ－４グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約30cmの円形で､確認面よりの深さは約24ｃｍである。埋土の一層で暗褐

色土である。遺物は図示したものの

図７５ＳＰ－５２平断面図

色土である。遺物は図示したものの

他、土器片が少量出土している。

ＳＰ－５５調査区の西南部､Ｂ－６グリッドのⅦ層中で検出された。一

辺約25cmの方形であったと思われ、確認面よりの深さは約27cmである。

埋土は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、

いずれも細片で図示できなかった。

L=ノ ◎
Ｖ

一
一
。

０ １０cｍ

川麺-ｅ‐

~、r｢

ＳＰ－５４調査区の西南部､Ｂ－６グ

リッドのⅦ層中で検出された｡直径約

20cmの円形で、確認面よりの深さは

図７６ＳＰ－５３出土遺物

０ １ｍ

ｰ帯一

ＳＰ－５２調査区の西部､Ｃ－５グリッドのⅦ層中で検出された。長径

約40cm､短径約35cmの楕円形で､確認面よりの深さは約31cmである。埋土

は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

図７７ＳＰ－５３平断面図

－．

Ⅲ20~Ｖ

図８０ＳＰ－５６平断面図

０ １ｍ

ｰ 言 一 ト ー ー ョ

図７８ＳＰ－５４平断面図

ＳＰ－５６調査区の西南部､Ｃ－６グリッド

のⅦ層中で検出された。直径約35cmの円形

一③‐で､確認面よりの深さは約29cmである｡埋土

は三層に分かれ､暗褐色土を主体とする｡遺，,､20-

‘ＵＪ~“
物は出土していない。

ＳＰ－５７調査区の西南部､Ｂ－６グリッド垣＝ー

のⅦ層中で検出された｡長径約35cm、短径約図７９ＳＰ－５５平断面図

30cmの楕円形で､確認面よりの深さは約28cmである。埋土は一層で暗褐

色士である。遺物は出土していない。

⑥

。

◎

０１ｍ

ト ー 一

。

０１ｍ

ト戸ＦＦＦ一

図８１ＳＰ－５７平断面図

''40-､／ＳＰ－５８調査区の南部､Ｃ－６グリッドのⅦ層中で検出された。

約40cm､短径約35cmの楕円形で､確認面よりの深さは約28cmである。

Iま一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、

長 径

埋土

いず

2５



〕

患
０
』
ｖ

。

⑥

ＳＰ－６３調査区の南部､Ｃ－６グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約50cmの円形で､確認面よりの深さは約24cmである。一層で暗褐色土で

ある。遺物は出土していない。
｜｜、４０－

ＣＯ

れも細片で図示できなかった。

‐。‐
ＳＰ－５９調査区の西南部､Ｂ－６グリッドのⅦ層中で検出された。長11.20-一

径約40cm短径約30ｃｍの楕円形で､確認面よりの深さは約24c卿である｡埋工_Ｊ
土は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

国＝＝ヒー

図８２ＳＰ－５８平断面図

ＳＰ－６０調査区の西南部､Ｂ－６グリッドのⅦ層中で検出された。直

撫蹴欝二鴬撫淵繍一⑲‐
図示できなかった。

Ⅲ｡~Uu~‐
ＳＰ－６１調査区の西南部､Ｂ－６グリッドのⅦ層中で検出された。直０

階_一戸戸一弐”
径約30cmの円形で､確認面よりの深さは約31cmである。埋土は一層で暗図８３Ｓｐ－５９・Ｓｐ－６０

平断面図
褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で

図示できなかった。

‐O-

SP-6’調査区の南部ル‘グﾘｯドのⅦ層中で検出された｡長径Ⅲ"~Ｕ‐約30cm､短径約25cmの楕円形で､確認面よりの深さは約26cmである。埋土

は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが､いずＬ盲ヨー』

れも細片で図示できなかった。 図８４ＳＰ－６１平断面図

ＳＰ－６４調査区の西南部､Ｂ－６グリッドのⅦ層中で検出された。

径約45cm､短径約35cmの楕円形で､確認面よりの深さは約26cmである。

士は一層で暗褐色土である。

遺物は土器片が少量出土して

‐。‐いるが、いずれも細片で図示

できなかった。

。可Ｊ~”ＳＰ－６５調査区の西南部､Ｃ
ー 。一

－６グリッドのⅦ層中で検出
図８６ＳＰ－６４平断面図

。○

０ １ｍ

卜司一一一一一

図８７ＳＰ－６５平断面図
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ＳＰ－６８調査区の中央部､Ｄ－４グリッド

のⅦ層中で検出された｡長径約25cm、短径約

20cmの楕円形で､確認面よりの深さは約15ｃｍ

である。埋士は一層で暗褐色土である。遺

物は出土していない。

Ｏ
ｌ
Ｖ

○

ＳＰ－６６調査区の南部､Ｃ－６グリッドのⅦ層中で検出された。

直径約35cmの円形で､確認面よりの深さは約35cmである。埋土は

一層で暗褐色土である。遺物は図示したものの他、土器片が少

量出土している。

図８８ＳＰ－６６平断面図

幸 三＝

０１ｍ

岸戸一計一

図９０ＳＰ－６７平断面図

ＳＰ－６７調査区の西南部､Ｂ－６．Ｂ－７グリッドのⅦ層中で

検出された。直径約30cmの円形で､確認面よりの深さは約24cmで

ある。埋土は一層で暗褐色主である。遺物は出土していない。

ＯｉＯｃｍ

一一一一一一

図８９ＳＰ－６６出土遺物

－．
| ｌ 、４０－‘

一Ｖ

⑥ ◎

された｡長径約45cm､短径約40cmの楕円形で､確認面よりの深さは

約26cmである。埋土は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が

少量出土しているが、いずれも細片で図示できなかった。

'１．４０－

-L_ﾉー

０１ｍ

咋一

０１ｍ

卜司一一

図９１ＳＰ－６８平断面図

ＳＰ－６９調査区の中央部､Ｄ－５グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約20cmの円形で､確認面よりの深さは約26cmである。埋土は一層で暗

褐色土である。遺物は出土していない。

ＳＰ－７０調査区の東部､Ｅ－５グリッドの

‐○=Ⅶ層中で検出された。直径約40cmの円形で、

確認面よりの深さは約28cmである。埋土は’'２０一－

し_/一一層で暗褐色土である。遺物は出土してい

ない。
＝画一

図９３ＳＰ－７０平断面図

ＳＰ－７１調査区の中央部､Ｄ－５グリッド

のⅦ層中で検出された｡長径約30cm､短径約20cmの楕円形で､確認面より

の深さは約27cmである。埋士は一層で暗褐色土である。遺物は土器片

が少量出土しているが、いずれも細片で図示できなかった。

－，
|｜、４０－

－１Ｊ

○
図９２ＳＰ－６９平断面図

＠
Ｖ

０１ｍ

片言一斤一

図９４ＳＰ－７１平断面図
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Ｌ」

週
Ⅱ
。

０ １ ｍ

一一

ＳＰ－７３調査区の南部､Ｄ－６グリッドのⅦ層中で検出された。

約50cm､短径約40cmの楕円形で確認面よりの深さは約30cmである。

(ま一層で暗褐色士である。遺物は土器片が少量出土しているが、

れも細片で図示できなかった。

長径

埋土

いず

図９５ＳＰ－７２平断面図

一。‐

｡Ｌﾉー“
－

図９６ＳＰ－７３平断面図

＠
'１．４０－

○○ＳＰ－７４調査区の東南部､Ｅ－６グリッド

のⅦ層中で検出された。直径約30cmの円形

で､確認面よりの深さは約28cmである｡埋土

は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が

少量出土しているが、いずれも細片で図示

できなかった。

'１．４０－

ＳＰ－７２調査区の中央部､Ｄ－５グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約35cmの円形で､確認面よりの深さは約35cmである。埋土は一層で暗

褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で

図示できなかった。

０１ｍ
ｰー

一○-
'１．４０－一

Ｌゾ
ヒーーーヒー

図９８ＳＰ－７５平断面図

○
図９７ＳＰ－７４平断面図

ＳＰ－７５調査区の南部､Ｄ－６グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約45cmの円形で､確認面よりの深さは約24cmである｡埋土は一層で暗褐

色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で図

示できなかった。

－０－

．１－Ｊ“
－

図９９ＳＰ－７６平断面図

ＳＰ－７６調査区の南部､Ｄ－６グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約45cmの円形で､確認面よりの深さは約29cmである｡埋土は一層で暗褐

色土である。遺物は出土していない。

s，-万調査区の東南部』‘グ川一。‐
のⅦ層中で検出された。直径約40cmの円形｜ｌ､40-－
で､確認面よりの深さは約48cmである。埋土

・Ｌ－Ｊ
は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が０
少量出土しているが、いずれも細片で図示一＝一

図ｌ００ＳＰ－７７平断面図
できなかった。

ＳＰ－７８調査区の西南部､Ｃ－７グリッドのⅦ層中で検出された。長

径約35cm､短径約30cmの楕円形で､確認面よりの深さは約30cmである。埋

の

◎
Ｕ
○

０１ｍ

一一

図ｌ０１ＳＰ－７８平断面図
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土は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

ＳＰ－７９調査区の南部､Ｃ－７．，－７グリッドのⅦ層中で検出され

た。長径約25cm､短径約20cmの楕円形で､確認面よりの深さは約33cmであ

る。埋土は一層で暗褐色土である。遺物は出土していない。

ＳＰ－８０調査区の西南部､Ｂ－７グリッミドのⅦ層中で検出された。直

径約40cmの円形で､確認面よりの深さは約33cmである。埋土は一層で暗

褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で

図示できなかった。

◎
|｜、２０－

１Ｊ
０１ｍ

一一

図ｌ０２ＳＰ－７９平断面図

⑦③
'１．４０－

可_ｒ
ＳＰ－８１調査区の南部､Ｃ－７グリッドのⅦ層中で検出された。長径０

岸戸戸尚一
約30cm､短径約25cmの楕円形で､確緬よりの深さは約29cmである。埋土

は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いず図ｌＯ３ＳＰ－８０平断面図
れも細片で図示できなかった。

－．－
ＳＰ－８２調査区の西南部､Ｂ－７グリッド ｜｜、２０－

のⅦ層中で検出さ肌直径約4伽の珊一。‐ 、Ｊで､確認面よりの深さは約９cmである｡埋土’'･40-－

､ｒ図:デﾆー弄三馬□は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が

少量出土しているが､いずれも細片で図示Ｌﾛー 声声トー当
できなかった。 図ｌ０５ＳＰ－８２平断面図

一。‐
ＳＰ－８３調査区の南部､Ｃ－７グリッドのⅦ層中で検出された。直径11.40－

約３，cmの円形で確認面よりの深さは約2伽である｡埋土は一層で暗褐、ノー
色土である。遺物は出土していない。

－

Ｓｐ－８４調査区の南部､Ｃ－７グリッドのⅦ層中で検出された。直径図ｌ０６ｓＰ一８３平断面図
約25cmの円形で､確認面よりの深さは約23cmである。埋士は一層で暗褐

色士である｡遺物は土器片が少量出土しているが､いずれも細片で図一。‐
示できなかった。 １１．２０－－

LJ

SP-85調査区の西南部､Ｂ－７グリッドのⅦ層中で検出された｡長島_寺-戸－４

径約35cm､短径約30cmの楕円形で確認面よりの深さは約33cmである。埋図,Ｏ７ＳＰ－８４平断面図

。

の

◎
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ＳＰ－９１調査区の南部､Ｄ－７グリッドのⅦ層中で検出された。長径

約30cm､短径約25cmの楕円形で､確認面よりの深さは約18cmである。埋士

は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いず

れも細片で図示できなかった。

一。‐
'１．４０－一

、_ノー
ーーヒー

図ｌＯ８ＳＰ－８５平断面図

◎

ＳＰ－８６調査区の西南部､Ｃ－７グリッドのⅦ層中で検出された。直

径約25cmの円形で､確認面よりの深さは約37cmである。埋土は一層で暗

褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で

図示できなかった。

sP-8ｱ調査区の西南部ﾙｱグﾘｯドのⅦ層中で検出された｡直一○‐
径約35cmの円形で､確認面よりの深さは約32cmである。埋土は一層で暗

褐色土である。遺物は出土していない。 １１．４０－一

sP_肥調査区の西南部心,グ,ﾙドのⅦ層中で検出された侭ｉ二L二』f二年
径約35cm､短径約30cmの楕円形で確認面よりの深さは約37cmである。埋図ｌＯ９Ｓｐ－８６平断面図
土は一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、い

‐ＱＯ‐ずれも細片で図示できなかった。

ＳＰ－８９調査区の南部､Ｄ－７グリッドのⅦ層中で検出された。直径｜|･40一一

:ｉＷ菖繍鱒騨蹴駕熊富山三L竿
示できなかった。 図ｌｌ０ＳＰ－８７・ＳＰ－８８

平断面図

烏協円零喜繍駕二期鯛1Ｗ蝋一○‐
色士である｡遺物は土器片が少量出土し…いずれも細片咽Ｍ:-工Ｊ-,．示できなかった。

一 一

○

○

土は一層で暗褐色土である｡遺物は土器片が少量出土しているが、いず

れも細片で図示できなかった。

図ｌｌｌＳＰ－８９平断面図

。。

1１．４０

ＳＰ－９２調査区の南部､Ｄ－７グリッドのⅦ層中で検出された。直径

約20cmの円形で､確認面よりの深さは約38cmである。埋土は一層で暗褐
０１ｍ

ーヒーーゴ

図ｌｌ２ＳＰ－９０・ＳＰ－９１
平断面図
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色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、いずれも細片で図

示できなかった。

ＳＰ－９３調査区の南部､Ｄ－７グリッドのⅦ層中で検出された。

約25cm､短径約20cmの楕円形で､確認面よりの深さは約26cmである。

(ま一層で暗褐色土である。遺物は土器片が少量出土しているが、

れも線片で図示できなかった。

(4)溝

ＳＤ－ｌ調査区の中央部､Ｃ－４．５グリ

ッドのⅢ層中で検出された。長さ約2.6ｍ、

最大幅約45cmであるが、浅く、遺構精査時

に消失した。

ＳＤ－２調査区の北部､Ｃ－３，，－３グ

リッドのⅦ層中で検出された。他の遺構と

の切り合いはない。長さ約1.9ｍ､最大幅約

30cm、確認面からの深さ約５cmで､Ｎ－５°

一Ｅとほぼ南北に走る。埋土は暗褐色土を

主体とし、遺物は土器片が少量出土してい

11.40且ＩＬ
－Ｅブrｉ

長径

埋土

いず

るが、いずれも細片で図示できなかった。図ｌｌ４ＳＤ－４平断面図

ＳＤ－３調査区の南西部､Ｂ－６。

７グリッドのⅦ層上面で検出され

た。ＳＰ－８２に切られる。長さ約

4.8ｍ､最大幅約160cm､確認面から

の深さ約15cmで､Ｎ－１０ｏ－Ｅとほ

ぼ南北に走る。埋土は暗褐色士を

主体とし、遺物は図示した土器の他、

一 再

０ １０cｍ

… ．一

図ｌｌ５ＳＤ－２平断面図

土器片が多数出土している。

◎。－

MO-~ＵＵ~ー
１ｍ

帝ヨョーーーーー言

図ｌｌ３ＳＰ－９２・ＳＰ－９３

平断面図

ａ

ｂ
11.40且

一～－_一一

図ｌｌ６ＳＤ－３出土遺物

ＳＤ－４調査区の北部､Ｃ－１．２グリッドのⅦ層中で検出された。ＳＫ－５を切る。長さ約

3.0ｍ,最大幅約40cm、確認面からの深さ約10cmで､Ｎ－２．－Ｗとほぼ南北に走る。埋士は暗褐

色土を主体とし、遺物は出土していない。

3１



冠=ヨク 図Iｌ７ＳＤ－３平断面図

ＳＤ－６調査区の北西部､Ｂ－３グリ

ッドのⅦ層中で検出され、西部が調査

区外である。他の遺構との切り合い関

係はない｡長さ約1.0ｍ、最大幅約30cm、

確認面からの深さ約25cmで､Ｎ－６５ｏ－

Ｅと北東一南西方向に走る埋士は暗褐

色土を主体とし、遺物は図示したもの
Ｃ

の他、土器片が少量出土している。

pＩｐｌ

ロ

JQl

釧面 ｂａ

ｌｌ、５０－

一て~－－r~－=つｰ
．

図lｌ８ＳＤ－６平断面図

11.50-2

０

ＳＤ－５調査区の北西部､Ｂ－３グリ

ッドのⅦ層中で検出された。ＳＰ－９

に切られる。長さ約2.0ｍ､最大幅約３０

cm、確認面からの深さ約30cmで、Ｎ－

８３ｏ－Ｅとほぼ東西に走る｡埋土は暗褐

色土を主体とし、遺物は出土していな

い。

１０cｍ

ロ
言

。’

3２

可

目Ｐ
写

図lｌ９ＳＤ－６出土遺物

図l２０ＳＤ－５平断面図

－ －



Ｃｌ

ＳＤ－７調査区の北西部､Ｂ－２、Ｃ－２グリッド

のⅦ層中で検出された。ＳＫ－６に切られる。長さ

約1.3ｍ､最大幅約30cm、確認面からの深さ約30cmで

Ｎ－８３ｏ－Ｗとほぼ東西に走る｡埋土は暗褐色土を主

体とし、遺物は土器片が少量出土しているが、いず

れも細片で図示できなかった。

。’

＜二三亘
町Ｉ の’

浄

表５

図版
番号

4２－１

２

4６

5８

6７

7６

8９－１

２

1１５－１

２

119-1

２

(5)

ＳＰ・ＳＤ出土遺物

出 土 遺 構

ＳＰ－１８

〃

ＳＰ－２３

ＳＰ－３２

ＳＰ－４５

ＳＰ－５３

ＳＰ－６６

〃

ＳＤ－３

〃

ＳＤ－６

〃

口径
(c､）

８．５

1２．１

７．１

７．０

1１．８

1０．７

７．８

1２．４

７．４

1１．９

７．８

1２．６

土器集積遺構

底径
(c､）

6.0

７．８

5.0

５．１

７．１

５．２

６．４

４．８

６．２

５．５

８．１

器高
(c､）

1．７

３．６

1.4

1.4

４．９

３．３

１．３

３．２

１．３

３．１

１．４

３．２

底 面

右回転糸切り

右回転糸切り後すのこ痕

右回転糸切り

右回転糸切り後すのこ痕

回転へラ削り

右回転糸切り

右回転糸切り後磨滅

右回転糸切り後すのこ痕

右回転糸切り後磨滅

右回転糸切り後すのこ痕

〃

〃

図l２１ＳＤ－７平断面図

外面 内面 備考

回転ナデ 回転ナデ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

回転ナデ 回転ナデ

〃 〃

〃 〃

｡⑧

０ ２ｍ

一一一一一一一

｜号土器集積遺構

蕊i琴遺構調査区の北西部､Ｃ－１

グリッドの111層上面で、完形の

土器の集中により検出された。

径約80ｍの範囲に集中している。

慧隠鱗鯛}；:二』+:二１
図１２２１号

不明である。

遺物図示したものを含め土器約20個体が出土している。

：二脚-:二』
|号土器集積遺構平面図

3３

◎



２号土器集積遺構

遺構調査区の北東部､Ｄ－１．２、Ｅ－１．２，Ｆ－１．２グリッドのⅢ層上面で､多数の土器

の出土により検出された。北部は調査区北壁断面にも土器が見られ、隣接する田地中に延びてい

ると思われるが、東部は調査区東壁との境に無遺物区があり、調査区内に納まっている。また、

２ライン南側、Ｆライン西側に設けられた試掘トレンチにより、調査時には３箇所に分かれてい

たが、元は一つで東西８ｍ、南北５ｍ以上の範囲に分布していたものと思われる。耕作土直下で

検出されたため、掘り込み等があったかどうかは不明である。

遺物図示したものを含め、土器数百個体が出土している。ほとんどが完形品で、割れたもの

も埋没後の土圧によると思われる。また、完形品であるにもかかわらず底面や体部に亀裂のある

ものが多くあった。
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図１２３２号土器集積遺構面図



３号土器集積遺構

遺構調査区の西部､C－５．６グリ:二詫二：
⑬

ツドの111層上面で､完形の土器の出土に

より検出された。南北約５ｍ、東西約

２ｍの範囲に比較的疎らに分布してい

る。耕作土直下で検出されたため、掘

り込み等があったかどうかは不明であ
Ｇ

る。

遺物図示したものを含めて土器約

30個体が出土している。土器小皿のな

かには、畿内産またはその模倣と思わ

れる底面を糸切りによらないものもあ

：二託至った。

:二舘二：
｡

②
、、

③
Ｊ

⑧
醗
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麺

◎
寂

己と’
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同
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。 亀

｡轍
:二諾二：

③

２ｍ０

くこ
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回

図'２４３号土器集積遺構平面図
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図'２５３号土器集積遺構出土土器(Ｃ－５）
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図１２６１．２号土器集積遺構出土土器(Ｃ－ｌ．Ｃ－２．，－１．，－２）
（Ｉ～９・Ｉ号、１０～５６．２号）
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土器集積遺構出土遣

4１

、

表６
図 版
番 号 出土遺構

口径
(c､）

底径
(c､）

高
め

器
に 底面 外面 内面 備考

125-1 ３号土器集横遺構
(Ｃ－５） ７．４ 5.5 1.5 回転糸切り後磨滅 回転ナデ 回転ナデ

２ 〃 7.6 5.5 1.3 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

３ 〃 7.7 6.1 １．１ 〃 〃 〃

４ 〃 7.8 5.0 1.3 〃 〃 〃

５ 〃 7.8 5.4 1.2 〃 〃 〃

６ 〃 7.8 5.5 1.3 〃 〃 〃

７ 〃 7.8 5.6 1.5 〃 〃 〃

８ 〃 7.8 5.7 1.2 回転糸切り後磨滅 〃 〃

９ 〃 7.9 5.2 1.5 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

1０ 〃 8.3 6.8 1.8 ナデ ナデ ナテﾞ

1１ 〃 8.4 5.4 1.4 右回転糸切り後すのこ痕 回転ナデ 回転ナデ

1２ 〃 8.4 6.2 1.3 〃 〃 〃

１３ 〃 1１．１ 6.2 ３．３ 〃 〃 〃

1４ 〃 11.4 ６．７ 3.4 〃 〃 ﾉノ

１５ 〃 1１．４ 7.0 3.1 右回転糸切り 〃 〃

１６ 〃 1１．５ ５．８ 3.2 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

１７ 〃 1２．５ ７．７ 3.3 〃 〃 〃

126-1 １号土器集穣遺構
(Ｃ－１） ７．４ ４．８ 1.2 右回転糸切り 回転ナデ 回転ナデ

２ 〃 ７．４ ４．８ 1.2 〃 〃 〃

３ 〃 12.3 7.2 3.4 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

４ 〃 1２．４ 8.2 3.2 右回転糸切り磨滅 回転ナデ磨滅 回転ナデ磨滅

５ 〃 1２．６ ７．１ 3.2 右回転糸切り 回転ナデ
かなり磨滅

回転ナデ
かなり磨滅

６ 〃 1２．４ 7.8 3.4 右回転糸切り後すのこ痕 回転ナデ 回転ナデ

７ 〃 1２．７ 7.3 3.1 右回転糸切り 〃 〃

８ 〃 12.6 7.8 3.1 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

９ 〃 (１１．１） 6.3 3.6 〃

1０ ２号土器集積遺構
(Ｄ－１） 7.4 5.2 1.2 〃 回転ナデ 回転ナデ

１１ 〃 7.6 5.6 1.5 右回転糸切り後すのこ痕強 〃 〃

１２ 〃 7.6 5.2 1.3 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

1３ 〃 7.4 5.6 1.2 右回転糸切り後すのこ痕
と思われるが磨滅 磨滅 磨滅

1４ 〃 7.3 5.3 1.2 右回転糸切り後すのこ痕 回転ナデ 回転ナデ

1５ 〃 7.5 ５．２ 1.3 〃 〃 〃

１６ 〃 7.4 5.0 1.6 〃 〃 〃

１７ 〃 7.4 ５．４ 1.5 〃 〃 〃

１８ 〃 7.8 ５．３ 1.7 右回転糸切り後板目 〃 〃

1９ 〃 ７．４ ５．０ 2.0 回転糸切り後ナデ 〃 〃

2０ 〃 7.4 5.0 1.8 右回転糸切り後板目圧痕 〃 〃

2１ 〃 7.6 ４．７ 1.3 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

2２ 〃 7.8 5.6 1.4 右回転糸切り後磨滅 〃 〃



4２

版
号

図
番 出土遺構

口径
(c､）

底径
(c､）

器高
(c､） 底面 外面 内面 備考

126-23
２号土器集穣遺構

(Ｄ－１） 7.4 4.9 1.5 右回転糸切り後磨滅 回転ナデ 回転ナデ

2４ 〃 7.7 4.6 1.2 右回転糸切り 〃 〃

2５ 〃 7.6 4.8 1.2 右回転糸切り後すのこ痕
回転ナキ
回転へ

〃

2６ 〃 7.8 5.4 1.4 右回転糸切り後すのこ 回転ナデ 〃

2７ 〃 7.9 5.2 1.2 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

2８ 〃 11.5 6.7 3.4 〃 〃 〃

2９ 〃 11.3 8.2 3.2 右回転糸切り後ナデ消される 〃 〃

3０ 〃 12.3 7.4 3.5 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

3１ 〃 １１．７ 6.9 3.3 〃 〃 〃

3２ 〃 (１１．１） (6.9） 3.7 右回転糸切り後板目 〃 〃

3３ 〃 1１．７ 7.1 3.3 右回転糸切り後すのこ 〃 〃

3４ (Ｄ－２） 7.2 4.8 1.5 右回転糸切り 〃 〃

3５ 〃 7.3 5.5 1.4 右回転糸切り後すのこ 〃 〃

3６ 〃 8.2 5.8 1.6 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

3７ 〃 7.5 4.7 1.5 〃 〃 〃

3８ 〃 8.3 6.3 1.4 〃 〃 〃

3９ 〃 7.8 5.2 １．８ 右回転糸切り後磨滅 〃 〃

4０ 〃 7.3 ４．９ １．８ 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

4１ 〃 7.2 ４．３ 1.6 〃 〃 〃

4２ 〃 7.5 5,0 1.4 右回転糸切り 〃 〃

4３ 〃 7.7 5.0 1.6 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

4４ 〃 7.4 ４．７ 1.6 〃 〃 〃

4５ 〃 7.4 ５．２ 1.7
右回転糸切り後
強めのすのこ痕

〃 〃

4６ 〃 7.3 ４．８ 1.6 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

4７ 〃 7.1 ５．３ 1.8
一度底を抜いており、中心部す
のこ痕､周辺部のみ糸切り痕残る

〃 〃

4８ 〃 7.1 ４．７ １．７ 右回転糸切り 〃 〃

4９ 〃 7.9 ５．３ 1.8 〃 〃 〃

5０ 〃 7.4 ５．３ 1.7 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

5１ 〃 7.6 ４．８ 1.7 右回転糸切り 〃 〃

5２ 〃 7.4 ５．０ 1.8 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

5３ 〃 7.6 5.7 1.9 〃 〃 〃

5４ 〃 7.3 5.2 1.6 〃 〃 〃

5５ 〃 7.4 4.9 1.6 〃 〃 〃

5６ 〃 8.3 5.1 1.5 〃 〃 〃

１２７－１ ２号土器集積遺構
(Ｄ－２） 7.4 4.7 1.5 〃 〃 〃

２ 〃 7.3 5.0 1.6 〃 〃 〃

３ 〃 7.2 4.8 1.6 〃 〃 〃

４ 〃 7.3 5.2 1.6 〃 〃 〃

５ 〃 7.3 4.8 1.7 右回転糸切り後磨滅 〃 〃

６ 〃 7.5 ５．２ 1.6 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

７ 〃 7.2 4.8 1.4 右回転糸切り 〃 〃



図 版
番号

127-8

９

１０

１１

１２

１３

1４

1５

1６

1７

1８

１９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

１２８－１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

1１

1２

１３

１４

１５

１６

出土遺構

２号土器集積遺構
(Ｄ－２）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

２号土器集穣遺構
(Ｅ－１）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

口径
(c､）

7.0

7.3

7.4

1０．５

1２．１

1０．７

1０．８

1１．４

1１．４

1１．２

1０．８

1１．９

10.8

10.9

10.6

10.9

10.9

11.0

1０．６

1１．２

1１．２

1０．９

1０．６

1１．６

1１．５

7.3

7.5

7.6

8.0

７．１

７．７

7.4

7.7

7.5

7.9

7.6

7.8

7.7

7.9

7.4

7.6

底径
(c､）

5.5

4.8

6.4

6.5

7.2

6.8

6．１

6.6

5.3

6.0

7.4

6.6

6.1

5.7

6.1

6.2

7.9

6.1

６．１

６．７

６．２

６．９

６．５

６．７

６．７

5.0

5.3

5.5

5.9

5.3

5.3

4.8

5.0

5.4

5.2

5.1

5.4

4.8

5.4

5.1

5.2

器高
(c､）

1.2

1.3

1.6

3.3

3.5

3.7

3.4

3.4

3.7

3.5

3.3

3.5

3.6

3.5

3.5

3.5

３．６

３．５

３．５

３．７

３．８

3.2

3.8

3.3

3.2

1.3

1.3

1.5

1.3

1.3

1.4

1.4

1.5

1.3

1.5

1.5

1.7

1.6

1.3

1.5

1.5

底面

右回転糸切り後片側約
％がすのこ痕でへこむ

右回転糸切り後すのこ痕

へラ削り

右回転糸切り後すのこ痕

〃

〃

〃

〃

〃

右回転糸切り後一部磨滅

磨滅

右回転糸切り後磨滅

右回転糸切り後すのこ痕

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

右回転糸切り後すのこ痕
がかなりナデ消される

右回転糸切り後磨滅

右回転糸切り後すのこ痕

〃

右回転糸切り

回転糸切り後すのこ痕で抹消

右回転糸切り後すのこ痕

4３

外面

回転ナデ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

磨 滅

回転ナデ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

内 面

回転ナデ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

回転ナデ後
へラミガキ

回転ナデ

〃
■

〃

〃

〃

回転ナデ後
へラミガキ

回転ナデ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

備 考



図版
番号

出土遺構

128-17 ２号土器集積遺構
(Ｅ－１）

1８ 〃

1９ 〃

2０ 〃

2１ 〃

2２ 〃

2３ 〃

2４ 〃

2５ 〃

2６ 〃

2７ 〃

2８ 〃

2９ 〃

3０ 〃

3１ 〃

3２ 〃

3３ 〃

3４ 〃

3５ 〃

3６ 〃

3７ 〃

3８ 〃

3９ 〃

4０ 〃

4１ 〃

4２ 〃

4３ 〃

4４ 〃

4５ 〃

4６ 〃

4７ 〃

4８ 〃

4９ 〃

5０ 〃

5１ 〃

5２ 〃

5３ 〃

5４ 〃

5５ 〃

5６ 〃

5７ 〃

口径
(c､）

８．０

7.8

8.0

7.8

7.4

7.8

7.8

7.6

7.9

7.6

7.5

7.8

8.0

7.6

7.7

8.2

7.7

7.8

7.4

7.7

7.6

7.8

8.4

7.8

7.4

8.2

7.7

8.0

7.6

7.6

7.6

7.3

7.8

7.7

7.3

7.4

8.0

7.1

7.4

7.4

7.8

底径
(c､）

5.4

5.3

5.3

5.5

5.1

5.6

5.5

5.5

5.5

5.2

4.7

5.2

5.6

5.1

5.0

6.0

5.3

7.2

4.8

5.5

5.2

5.1

5.9

5.3

4.5

5.2

5.1

5.3

5.0

5.0

５．６

5.0

５．２

5.1

４．６

5.0

5.8

４．７

５．０

5.1

6.2

器高
(c､）

1.4

1.5

1.6

1.6

1.3

1.5

1.3

1.7

1.3

1.2

1.5

1.3

１．７

1.6

1.6

1.5

1.3

1.5

1.3

1.4

1.4

1.4

1.4

1.8

1.2

1.4

1.3

1.5

1.3

1.4

1.5

1.3

1.4

1.3

1.2

1.6

1.5

1.4

1.5

1.5

1.5

底面 外面 内面 備考

右回転糸切り後すのこ痕 回転ナデ 回転ナデ

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

右回転糸切り 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃
回転ナデ下端
回転へラ削り

〃

〃 回転ナデ 〃

〃 〃 〃

〃
回転ナデ下端
回転へラ削り

〃

〃 回転ナデ 〃

〃 〃 〃

右回転糸制り後薄く粘土付着 〃 〃

右回転糸切り後木目圧痕 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

右回転糸切り 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

右回転糸切り 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

右回転糸切り 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

右回転糸切り後回転ナデ 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

磨 滅 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

右回転糸切り 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

右回転糸切り後磨滅 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

4４



4５

図版
番号 出土遺構

口径
(c､）

底径
(c､）

高
ｍ

器
に 底面 外面 内面 備考

128-58 ２号土器集積遺構
(Ｅ－ｌ） 7.6 5.3 1.4 右回転糸切り後すのこ痕 回転ナデ 回転ナデ

5９ 〃 7.4 5.0 1.4 右回転糸切り 〃 〃

6０ 〃 7.2 ４．８ １．１ 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

6１ 〃 ７．６ ５．０ 1.4 右回転糸切り後強めのすのこ痕 〃 〃

6２ 〃 7.5 5.0 1.3 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

6３ 〃 ７．２ 4.9 1.5 右回転糸切り 〃 〃

6４ 〃 7.5 4.8 1.4 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

6５ 〃 7.8 5.0 1.5 〃 〃 〃

6６ 〃 7.6 5.3 1.4 〃 〃 〃

6７ 〃 7.5 4.5 1.6 〃 〃 〃

6８ 〃 7.4 5.0 1.6 右回転糸切り後磨消 〃 〃

6９ 〃 7.4 5.2 1.6 右回転糸切り後すの
こ痕一部２度切り

〃 〃

7０ 〃 7.7 5.0 1.8 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

7１ 〃 ７．８ ５．８ 1.3 〃 〃 〃

7２ 〃 7.6 ５．６ 1.5 〃 〃 〃

7３ 〃 7.6 5.0 1.5 〃 〃 〃

7４ 〃 7.8 5.5 1.3 〃 〃 〃

7５ 〃 7.3 5.4 1.2 〃 〃 〃

7６ 〃 7.2 4.5 1.2 右回転糸切り 〃 〃

7７ 〃 7.7 5.2 1.2 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

7８ 〃 7.6 5.2 1.4 右回転糸切り後磨滅 〃 〃

7９ 〃 7.5 5.2 1.6 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

１２９－１ 〃 1１．８ 7.5 ３．５ 〃 〃 〃

２ 〃 1１．６ (4.9） ４．４ 手持ちへラ削り 上半回転ナデ
下半手持ちへﾗ削り ヘラミガキ

３ 〃 1１．８ ８．２ ２．７ 磨滅 磨滅 磨滅

４ 〃 1１．１ ７．４ 3.0 右回転糸切り 回転ナデ 回転ナデ

５ 〃 1２．０ ８．７ 3.4 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

６ 〃 1１．７ 6.8 3.1 〃 〃 〃

７ 〃 1１．９ 7.5 3.5 〃 〃 〃

８ 〃 1２．８ 7.0 3.2 〃 〃 〃

９ 〃 1１．０ 7.2 3.5 〃 〃 〃

１０ 〃 1０．２ 6.4 3.5 右回転糸切り後一部磨消 〃 〃

1１ 〃 1１．８ 6.3 3.4 〃 〃 〃

1２ 〃 １０．０ 6.8 3.6 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

１３ 〃 1０．８ 6.2 3.4 〃 〃 〃

１４ 〃 1２．８ 7.8 4.0 〃 〃 〃

１５ 〃 1１．１ 6.5 3.1 〃 〃 〃

１６ 〃 1１．７ 7.4 ３．６ 〃 〃 〃

１７ 〃 1１．９ 7.4 ３．７ 右回転糸切り 〃 〃

１８ 〃 1１．８ ７．３ 3.7 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

1９ 〃 11.6 ７．２ 3.5 〃 〃 〃



図版
番号

129-20

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

１３０－１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

1２

１３

１４

1５

１６

１７

１８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

出土遺構

２号土器集積遺構
(Ｅ－１）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

口径

(c､）

1２．２

１１．８

11.8

10.9

11.3

1１．７

1２．１

11.4

1１．２

1１．８

11.7

11.9

11.8

11.8

1２．２

11.4

11.7

1１．６

1２．７

1２．２

12.6

11.6

12.5

12.4

12.3

1０．７

1２．３

1１．２

11.5

11.9

11.6

12.0

1１．４

1１．５

1２．３

1０．８

12.0

11.6

12.0

底径
(c､）

8.0

6.9

7.5

6.3

７．３

６．６

６．９

7.3

6.2

7.0

7.0

7.6

7.6

7.2

7.3

6.9

7.7

7.4

7.1

7.7

7.3

7.5

7.3

8.1

7.6

７．４

８．３

６．４

7.5

６．８

7.0

7.5

7.2

7.1

7.2

7.5

8.0

7.5

7.5

器高
(c､）

３．４

3.5

3.5

3.6

3.6

3.1

3.7

3.4

3.1

3.4

3.4

3.4

3.6

3.4

3.6

3.3

３．４

３．３

3.6

3.3

3.7

3.3

3.5

3.6

3.5

3.1

3.5

3.5

3.1

3.5

3.5

3.9

3.5

3.5

3.6

3.2

3.8

3.3

3.8

底面 外面 内面 備考

右回転糸切り後すのこ痕 回転ナデ 回転ナデ

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

すのこ痕にて磨消 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

右回転糸切り後
細かめのすのこ痕

〃 〃

右回転糸切り 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 ヘラミガキ

〃 〃 回転ナデ

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

右回転中心糸切り 〃 〃

右回転糸切り後磨消気味 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕を磨消 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

右回転糸切り 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕を磨消 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 3段の回転ナデ 〃

右回転糸切り後磨消 回転ナデ 〃

〃 〃 〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

右回転糸切り
回転ナデ下端
回転へラ削り

〃

右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

〃
回転ナデ後下半
回転へラ削り

回転ナデ後底部
右回りカキ目

左回転糸切り 回転ナデ 回転ナデ

右回転糸切り後すのこ痕 〃 ナデ

4６
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本遺跡では遺構外からもテン箱約50個分の土器が出土しているが、ほとんどが細片で図示でき

なかった。ここでは、そのうちで比較的残りのよい土器及び､遺構からの出土が稀であるか､また

は全くない高台付塊、瓦器坑、東播系須恵器鉢、管状土錘を取り挙げた。この他に図示はしなか

ったが、各所から鉄釘計約20本が出土している。
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１２．９

【Z７．５）

８．４

底径
(c､）

４．８

６．９

〈４．８）

嬰
酎

〔Ｃｌ､）

３.師

鴬見ｉ

］、９

底 面

右回転糸切り後すの､二娘

右;'j:転糸切り後すのr･旗

指頭抑え

右liT:栃糸切り後磨滅

右:u1幅糸切り後-ｊ､の二痕

凹拡糸切り後すの畠痕が群滅

外面

.､:i伝･ーﾃ

指頭抑え

同権ナ

同転ブ･デと
想われるカリ瞥澗

内面

凹幡ナテ

僻ナテ

川転ｰﾃ

l黒;振十･デと
世われるが磨滅

備考



８ Ｄ－３ ６．０
現高
１．４ 右回転糸切り

回転ナデ

下端回転へラ削り 回転ナデ

９ Ｄ－５ 2６．８
現高
５．３

回転ナデ 〃

１０ Ｄ－６ ８．６ ６．０ 1.6 回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

１１ Ｅ－１ 7.8 ７．２ １．５ 右回転糸切り 〃 〃

1２ Ｅ－ｌ 1１．６ ７．６ 2.9 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

1３ Ｅ－２ 9.5 ６．５ 3.1 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

1４ Ｅ－６ ８．８ ６．１ １．７ 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

1５ Ｆ－２ (15.2）
現高
４．２ 右回転糸切り 〃 〃

1６ 北壁
現長
３．８

最大径
1．２

孔径
０．４

1７ 中央トレンチ
高台径

５．６

現高
１．９

回転へラ削り 〃 〃

第 七章考察

以上のように本遺跡は大量の土器（かわらけ）の出土によって特徴づけられる遺跡である。愛
ｌ）

媛県では古代から中世の土器の報告は散見されるものの注目されることは少なく、僅かに中野良
２）

一氏、宮本一夫氏によって編年が試みられているのみである。ここでは先ず、これらの先学の研

究を振り返りつつ、本遺跡の土器の位置づけを考えてみたい。

中野氏は大量の中世遺物が出土した松山市の古照遺跡、今治市の中寺遺跡、古代末の良好な資

料が出土した松山市の石井幼稚園遺跡の３遺跡の出土土器の編年を､共伴する搬入土器を手掛かり

として試みている。そのうちで土師器椀は10世紀代まで内面黒色処理されるが、１１世紀代になる

とその他に内外面黒色処理を施すものや、黒色処理を施さないロクロ成形のものや非ロクロ成形

のものが出現し、１２世紀代には高台が退化して、１３世紀代には全く見られなくなるとしている。

また土師器坪、皿はロクロ成形し底部回転へラ切りのものが、１１世紀後半以後底部が回転糸切り

のものに転換していくと推定されている。

一方、宮本氏は、自ら調査した麿子・樽味の両遺跡の出土土器に中野氏の呈示した資料を加え

て、道後平野における１３～１５世紀の土器を、古照遺跡ＳＥＯＩ、麗子遺跡ＳＤｌ・ＳＤ９、樽味

遺跡ＳＤ１・ＳＤ２、樽味遺跡ＳＤ３・ＳＫ１の各遺構出土土器を示標とする４段階に編年し、

底部が回転糸切りになった後の土師器杯・皿の口径が次第に縮少し、体部の立ち上がりが急にな

ることを指摘している。

本遺跡の出土土器はその99％を口径12cm前後の坪形土器と口径8cm前後の皿形土器で占められ、

搬入品の可能性のある一部の丸底のものを除いてすべて底面を回転糸切りするものである。これ

を中野氏の編年に当てはめれば11世紀終末以後となり、更に体部の丸みや立ち上がりの角度を宮

本氏の編年表と比較すれば、１３世紀前半とした古照遺跡ＳＥＯ１段階以前のものとなる。しかし

ながら古照遺跡ＳＥＯ１出土の坪は口径14cm程度、皿は口径９cm程度と本遺跡出土のものより大

きく、直接に対比できるものではない。

4８



ここで、本遺跡で出土した数少ない搬入遺物を見てみたい。瓦器椀は和泉型のものが少量出土

しているが、遺構に伴わず、また細片が多いため本遺跡出土の土器の年代を示唆する程度に止ま

るものであるが、尾上氏の分類ではⅢ－３類からⅥ－１類に当たり、十三世紀後半から十四世紀
３）

初頭に置かれている。ＳＫ－６、ＳＫ－７で出土している底部が指頭押えによる丸底で口縁部が

横ナデにより外反する坪は鋤柄俊夫氏によって坪Ａの４類に分類され、平行する黒色土器では３
４）

類から５類の時期に当たるが、この下限年代が11世紀初頭と推定されている。しかし、伴出する

土師器Ⅲは僅かに底径が大きい他はＳＫ－ｌ出土のものと大差がなく、ＳＫ－１で伴出する片口
５）

鉢は図示はできなかったが、口縁部が直線的な森田稔氏の分類で第Ⅷ期第２段階のものである。

森田氏はこの段階を12世紀末葉～１３世紀前半と推定しており、これは先の中野氏の年代観とはよ

く一致するが、鋤柄氏の年代観とは200年もの開きがある｡本遺跡出土の畿内系と思われる土器が

畿内産であれ、在地産であれ伝播に年単位の時間がかかるとは考えられず、このような土器が１０

世紀～11世紀初頭の短い時間幅で押さえられるものか検討が必要であろう。

以上、直接対比できる資料が少なく、年代を推定できる資料に乏しいが、特にＳＫ－ｌ出土の

片口鉢の年代観から１２世紀末～13世紀前半のものと推定される。しかし、これらの土器の法量を

遺構毎に見ると杯の口径で10.4cｍ（ＳＫ－４）～12.6cｍ（ＳＤ－６）皿の口径で７．０cｍ（ＳＰ－

３２）～8.5cｍ（ＳＰ－１８）と差が見られ､個体差の可能性もあるものの、年代差に起因するものか

もしれない。在地の土器の編年をしっかり組み立てたうえで他地域との平行関係を考える必要が

あると思われるが後稿を期したい。

それではこのような本遺跡はどのような性格を持つのであろうか。まず目につくのは圧倒的な

土器（かわらけ）の多さである。土器の個体数が、復元できたもので千個体近く、復元できない

ものを含めれば数千個体になると思われるのに対して、中世陶器の東播系片口鉢が底部で３個体

分、瓦器椀が同５個体分、輸入陶器椀器は細片が少量出土したに過ぎない。これと共に気がつく

のが、完形であるにもかかわらず､底部に亀裂を持ち､容器として用をなさない個体の多さである

（写真図版参照)｡土器の流通機構は不明であるが、仮に須恵器のような選別出荷が行われていた

とすると、流通には乗らないものと思われる。更に、膨大な土器の出土量にもかかわらず、灯芯

油痕や汚損などの明瞭な使用痕が見られるものが、ＳＫ－６出土のⅢと包含層出土の杯の各１個

体しかないことも特徴的である。以上の点からは、本遺跡が生産遺跡で恐らくは集積地であった

ことが考えられる。特にＳＫ－１は上層から東播系こね鉢の破片、土師器渦の破片が出土してい

るが、これを壊滅後の廃棄と見れば、土器焼成のための平窯であったと考えることもできる。粘

土溜と考えられるＳＫ－６の存在などもあり、ＳＫ－１が窯でなくても生産遺跡である可能性が

非常に言いと思われるが何如であろうか。先学諸兄の御批判を待ちたい。

最後に､これまでに松山市立埋蔵文化財センターが所蔵する古代末～中世の土器のうちで管見に

触れたものを掲げておく。今後法量による時期区分の可能性を探れるよう観察表も付載するので

合わせて御活用願いたい。

4９



＝ノ ＝クセ百ニヲグ§症ｦ（ﾆーーグ ニジ〈

Lニュイ 一ニノ’

1１

０ １０cｍ

－ －

図'３２畑寺竹ヶ谷遺跡出土遺物

』

１０cｍ０

Ｅ 一一一 壱一丁亨Ｉ=＝寺：

図ｌ３３石井幼稚園遺跡出土遺物(1)

5０



＝ 信二二弐′ 三三

式

|Ｉ

F豆言

０ IOC、

一一一一言一一一一弓

図134石井幼稚園遺跡出土遺物(2)

5１



ヨノ『

王=<、 ４ ０ ＩＯＣ、

一辰一一一一一一一

図135樽味四反地遺跡出土遺物

０

ニゴ》
ＩＯＣ、ご-づ：三ヨズ

図136古照Ｇ遺跡第３次調査出土遺物

5２



土遺物観察表

5）森田稔１９８６ ｢東播系中世須恵器生産の成立と展開一神出古窯祉群を中心に－」『神戸市立博物館研究紀

要』第３号

畑

5３

註

１）例えば、松山市内では三島神社古墳や東山鳶ヶ森２．４．８号墳、斉院茶臼山などの古墳から盗掘時の遺棄

と思われる資料が出土している他、来住廃寺、北久米遺跡、石井幼稚園遺跡、久万の台遺跡、古照Ｇ遺跡な

どからの出土が報告されている。

２）中野良一１９８８「愛媛県における古代末から中世の土器」『中近世土器の基礎研究』Ⅳ

宮本一夫１９８９「道後平野の中世土器編年」『購子・樽味遺跡の調査』

３）尾上実１９８５「大阪南部の中世土器一和泉型瓦器椀一」『中近世土器の基礎研究」

４）鋤柄俊夫１９８８「畿内における古代末から中世の土器一模倣系土器生産の展開」『中近世土器の基礎研究』

土遺物観察表(１石

図版番号 口径(c､） 底径(c､） 器高(c､） 底面 外面 内面 備考

133-1 (16.1） (5.5） ５．３
回転ナデ後、
一部へラ削り 回転ナデ後へﾗ磨き

２ (17.2）
現
高 ５．１

上半横ナデ
下半指頭押え 横ナデ

３ (16.6） (9.0） ５．４ へラ磨き へラ磨き 色土器

４
高台径
(6.4）

現
高 ４．５ 回転ナデ 横方向へラ削り

５ (14.4） (7.3） ４．３ 回転糸切り 回転ナデ 回転ナデ 須恵器

６ 1４．３ 8.0 ３．８ 左回転糸切り
回転ナデ後
回転へラ削り

〃 〃

７ (15.6） ７．７ ４．９ 回転へラ削り
上半回転ナデ
ド半回転へラ削り

〃 〃

８ 1５．２ 7.4 ２．９ 〃 〃 〃 灰粕陶器

９
高台径
8.6 ４．２

現
高 1.9 〃 回転ナデ 〃 緑粕陶器

１０
長径
(１０．１） ３．２ 右回転糸切り 〃 〃 〃

図版番号
口 径
(c､）

底径
(c､）

器高
(c､） 底面 外面 内面 備考

132-1 ６．６ ４．３ 1.7 右回転糸切り後すのこ痕 回転ナデ 回転ナデ

２ ６．８ ４．５ 1．６ 回転糸切り（磨滅） 〃 〃

３ ６．９ ４．４ 1．５ 右回転糸切り 〃 〃

４ ６．９ ４．３ １．７ 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

５ ６．９ ４．７ 1．５ 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

６ ７．０ ４．８ 1．６ 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

７ (7.0） ４．４ 1.7 右回転糸切り（磨滅） 〃 〃

８ ７．０ ４．３ 1.8 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

９ (10.7） ６．２ ４．１ 右回転糸切り後すのこ痕 〃 〃

１０ 1０．８ ６．１ ４．１ 回転糸切り後すのこ痕
上半回転ナデ
下半回転へラ削り

〃

1１ 1０．８ ６．０ ４．１ 回転糸切り後すのこ痕
上半回転ナデ
下半回転へラ削り

〃

1２ 1１．３ ６．３ ４．０ 右回転糸切り 回転ナデ 〃

1３ 1１．１ ５．７ ４．１ 右回転糸切り後すのこ痕 回転へラ削り 〃



土遺物観察表(２

図版番号 口径(c､） 底径(c､） 器高(c､） 底面

１３４－１ (12.2） 7.6 2.0 回転へラ削り

２ 11.4 7.6 3.5 〃

３ (11.5） (6.2） 3.1 〃

４ (11.5） (7.2） 3.6 〃

５ (11.8） (6.2） 3.6 へラ削り

６ (12.0） 8.3 3.4 回転へラ削り

７ 12.0 7.2 3.2 〃

８ (12.1） (6.6） 4.2 〃

９ (１２．１） 6.3 3.9 すのこ痕

１０ 12.1） 7.7 3.5 へラ削り

１１ (12.2） (8.0） 4.1 回転へラ削り

１２ (12.3） (5.8） 3.8 〃

1３ (12.3） (6.9） 3.7 〃

１４ (12.3） (7.8） ４．５ 〃

1５ 12.4 7.1 3.7 〃

１６ 12.5 6.9 3.2 〃

１７ 12.5 6.7 ３．４ 手持ちへラ削り

１８ (12.5） (7.2） ３．９ 回転へラ削り

１９ 12.7 7.4 3.6 〃

2０ (12.7） ７．５ 3.5 回転へラ削り後すのこ痕

2１ 12.8 7.4 4.0 回転へﾗ切り後手持ちへラ削り

2２ 12.9 ６．３ 3.5 回転へラ削り後一方向へラ削り

2３ (13.0） (5.6） 4.0 回転へラ削り

2４ 1３．２ 6.9 4.0 回転へラ切後一方向へラ削り

2５ (13.6） (7.4） 3.3 回転へラ削り

2６ 13.8 6.5 3.2 〃

2７ 13.8 (7.2） 3.9 〃

2８ (13.8） 6.3 3.8 回転へラ削り後すのこ痕

2９ 14.2 8.1 4.2 回転へラ削り

土遺物

135-1 (12.5） 9.0 2.1 回転へラ削り

２ 1２．６ 6.7 ３．９ 〃

３ (13.2） ８．３ ４．３ 〃

４ (4.7）
現高
２．４

〃

表１２古照Ｇ遺跡第３次調査出土遺物

136-1 (9.4） (6.4） 1.5 へラ削り

２ (10.8） (8.1） 2.6 回転へラ削り

３ (6.8）
現高
２．１

〃

４ (磨滅）

5４

外面

上半

下半回転へラ削り

上半回転ナデ
下半回転へラ削り

回転ナデ

〃

上半回転ナデ
下半回転へラ削り

回転ナデ

上半回転ナデ
下半回転へラ削り

〃

〃

回転ナデ後
回転へラ削り

上半回転ナデ
下半回転へラ削り

回転ナデ

〃

〃

上半回転ナデ
下半回転へラ削り

〃

〃

〃

回転ナデ

〃

〃

上半回転ナデ
下半回転へラ削り

回転ナデ

〃

上半回転ナデ
下半回転へラ削り

〃

〃

回転ナデ

上半回転ナデ
下半回転へラ削り

上半回転ナデ
下半回転へラ削り

緯雛零削り

回転ナデ

回転ナデ

上半回転ナデ
下半回転へラ削り

回転ナデ

内面 備考

回転ナデ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

回転ナデ

〃

〃

〃

回転ナデ

〃

〃
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版
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遺構検出状況（北から）

遺構検出状況（南西から）
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2号土器集積遺構
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2号土器集積遺構拡大
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3号土器集積遺構
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